
研究活動の総括 

 
〔研究体制〕 

 本学の研究体制は、医学部、メディカルフォトニクス研究センター、保健管理センター

により組織されている。医学部は、医学科、看護学科、附属実験実習機器センター、附属

動物実験施設、附属病院から構成されていたが、平成 18 年度から、「子どものこころの発

達研究センター」、平成 19 年度から「分子イメージング先端研究センター」が新たに加わ

った。 
 平成 23 年度に光量子医学研究センターと分子イメージング先端研究センターが統合され、

3 研究部門 6 研究室からなるメディカルフォトニクス研究センターとしてスタートした。 

 

〔研究活動の要約〕 

 本学では、従来 隔年毎に研究業績目録を刊行し、研究成果の発表状況を点検してきて

おり、平成 13 年 3 月に第４次点検評価（平成 10−11 年度が対象）が行われた。平成 12 年

度からは第４次点検評価に準拠した形式で１年毎に評価を行うことにしてから、今回で 14
回目となる。 
まず、本学全体について概説する。 
 
（１）研究成果の発表状況 （1 年当たり） 

平成 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 
英文原著論文数 430 508 480 519 
和文原著論文数 104 153 159 163 

 

平成 22 年度の英文原著数に比して 23 年度に増加しその後ほぼ同数を維持している。一

方、和文原著論文数も同傾向をとっている。教員一人あたりの論文数の推移を見てみると、 

平成 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 
英文原著論文数 1.22 1.46 1.32 1.45 
和文原著論文数 0.30 0.44 0.43 0.45 

 

平成 23 年度から横ばい状態にある。もちろん、研究は論文数で判断するのではなく、質で

判断すべきである。ただ、ある狭い研究分野なら質を判断するのはそれほど難しくないが、

医学分野は多岐にわたっているので質の評価は簡単ではない。必ずしも全分野の評価を反

映してはいないが、現実的に研究の質を評価する指標の一つにインパクトファクター(I.F.)
というものがある。これは、学術雑誌全体の評価であり、個々の論文の評価ではないが、

現時点で利用できる指標の中では少しは研究の質を表していると考えられる。平成 25 年度

に公表された英文論文 519 編に対する総インパクトファクターは 1,485 であり、１論文当た

り平均 2.86 となっている。この数字は、3 年前の 2.91、前々回の 3.36、前回の 3.03 と比し

て３年前の数値に近い低値にあり、論文の質が少し低下していると見ることができる。厚

生労働省が推進した新研修医制度等により医師の大学離れがおこり、臨床医学講座の医師

数が減少し、一人当たり診療により多くの時間をとられ研究に充てる時間が減少したため、

研究の質的低下が起こっていると推論できる。そこで、研究中心の分子イメージング先端



研究センター（現メディカルフォトニクス研究センター）、子どものこころの発達研究セン

ターのさらなる健闘と基幹基礎医学・臨床医学講座のさらなる奮起を促し、大学全体の研

究レベルを上げる必要があると言える。また、基礎医学系雑誌の I.F.は低くなり、臨床医学

系雑誌の I.F.は概して高いのが最近の I.F.の傾向である。 
 本学の代表的論文としては、分野ごとに示すのが適当であろうが、今回も、必ずしも全

分野を反映しないことは理解した上でインパクトファクターが上位な 10 個の論文を本学の

代表的論文として以下にあげる。 

 
代表的英文原著論文 
1. Morita Y, Sakaguchi T, Ikegami T, Goto-Inoue N, Hayasaka T, Hang VY, Tanaka H, 

Harada T, Shibasaki Y, Suzuki A, Inaba K, Murakami M, Setou M, Konno H: 
Lysophosphatidylcholine acyltransferase 1 altered phospholipid composition and 
regulated hepatoma progression. J Hepatol 59: 292-299, 2013. 

 
2. Takaku Y, Suzuki H, Ohta I, Ishii D, Muranaka Y, Shimomura M, Hariyama T: A thin 

polymer membrane, nano-suit, enhancing survival across the continuum between air 
and high vacuum. Proc Natl Acad Sci USA 110: 7631-7635, 2013. 

 
3. Takahashi Y, Kobayashi Y, Kawata K, Kawamura K, Sumiyoshi S, Noritake H, 

Watanabe S, Chida T, Souda K, Sakaguchi T, Nakamura H, Suda T: Does hepatic 
oxidative stress enhance activation of nuclear factor-E2-related factor in patients with 
nonalcoholic steatohepatitis? Antioxid Redox Signal 20: 538-43, 2014. 

 
4. Inui N, Akamatsu T, Uchida S, Tanaka S, Namiki N, Karayama M, Chida K, 

Watanabe H: Chronological Effects of Rifampicin Discontinuation on Cytochrome 
P450 Activity in Healthy Japanese Volunteers, Using the Cocktail Method. Clin 
Pharmacol Ther 94: 702-708, 2013. 

 
5. Wang T, Kumada T, Morishima T, Iwata S, Kaneko T, Yanagawa Y, Yoshida S, 

Fukuda A: Accumulation of GABAergic neurons, causing a focal ambient GABA 
gradient, and downregulation of KCC2 are induced during microgyrus formation in a 
mouse model of polymicrogyria, Cerebral Cortex 24: 1088-1011, 2014. 

 
6. Ogawa M, Umeda IO, Kosugi M, Kawai A, Hamaya Y, Takashima M, Yin H, Kudoh 

T, Seno M, Magata Y: Development of 111In-Labeled Liposomes for Vulnerable 
Atherosclerotic Plaque Imaging. J Nucl Med 55: 115-120, 2014. 

 
7. Kahyo T, Tao H, Shinmura K, Yamada H, Mori H, Funai K, Kurabe N, Suzuki M, 

Tanahashi M, Niwa H, Ogawa H, Tanioka F, Yin G, Morita M, Matsuo K, Kono S, 
Sugimura H: Identification and  association study with lung cancer for novel 
insertion polymorphisms of human endogenous retrovirus. Carcinogenesis 34: 



2531-8, 2013. 
 
8. Misawa Y, Misawa K, Kanazawa T, Uehara T, Endo S, Mochizuki D, Yamatodani T, 

Carey TE, Mineta H: Tumor Suppressor  activity and inactivation of galanin 
receptor type 2 by aberrant promoter methylation in head and neck cancer. Cancer 
120: 205-213, 2014. 

 
9. Shirai T, Mori K, Mikamo M, Shishido Y, Akita T, Morita S, Asada K, Fujii M, Suda 

T, Chida K: Respiratory mechanics and peripheral airway inflammation and 
dysfunction in asthma. Clin Exp Allergy 43: 521-6 2013. 

 
10. Sakabe J, Yamamoto M, Hirakawa S, Motoyama A, Ohta I, Tatsuno K, Ito T, 

Kabashima K, Hibino T, Tokura Y: Kallikrein-related peptidase 5 functions in  
proteolytic processing of profilaggrin in cultured human keratinocytes. J Biol Chem 
288: 17179-17189 2013. 

 
ここ 6 年間のベスト 10 のインパクトファクターの合計を見てみると、 

平成 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 
I.F.合計 69.4 127.0 71.4 68.4 71.1 66.5 

となり、21 年度は最高の値を示している（New Eng J Med が１編あった）が、22〜25 年度

は通常年度のレベルに戻った。 

次に、総説については下表に示すがごとく、英文総説、和文総説とも増減なしの状態で

ある。 

平成 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 
英文総説数 27 36 43 29 
和文総説数 318 275 260 274 

 
（２）研究費 

 文部科学省科学研究費補助金の推移をまとめてみた。平成 23 年度は 4 億円に達し、24 年

度は 5億円を越え、平成25年度は５億台を維持した。医学科の１講座当たりの平均では 1,098
万円/年であり、前回の 1,063 万円、前々回の 1,046 万円と比し、ほぼ横ばいである。 

平成 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 
文科省科学研究費 3.61 億円 4.77 億円 5.12 億円 5.36 億円 
 
 一方、平成 24 年度の厚生労働省科学研究費補助金は 2.02 億円（前回 2.73 億円、前々回

3.71 億円）であった。また、その他の研究費は 8.99 億円（前回 8.59 億円、前々回 11.63 億

円）と横ばいを示した。 
 
（３）学会活動の状況 

 今回も、国際学会への参加数について調査した。その結果、平成 10 年度以降格段に国際

学会への発表が増加して絶えず 200 演題数レベルを維持しており、23 年度は最高値を記録

した。 



平成    22 年度    23 年度   24 年度   25 年度 
国際学会発表数    210    290    269    281 

 
 一方、本学教員が学会を主催する数も増加し、国際学会、国内学会ともにかなりの数を

維持している。 

平成   22 年度   23 年度   24 年度  25 年度 
国際学会主催数    14     9     5    7 
国内学会主催数    24    27    30    33 

 
 その他、今回調査した結果をまとめてみると、招待講演数 178 回（前回 191 回、前々

回 195 回）、シンポジウム発表数 264 回（前回 223 回、前々回 191 回）、学会座長数 312
回（前回 285 回、前々回 269 回）となった。それぞれの学会での貢献を示すと受け取れる。 
 また、学会の役職では総数 651（前回 640、前々回 687）となった。評議員では選挙で定

期的に改選される学会もあるが、会員歴だけで自動的に評議員になれる学会もあり、この

数字にどれだけの意味があるかは未知数である。 

 

（４）雑誌編集 

 雑誌編集の編集者あるいは常任論文審査委員として加わっている数は平成 24 年度でのべ

116 人（前回 113 人、前々回 111 人）である。主な雑誌としては、Arch Med Sci, Neuroscience, 
Pathol Int, J Infect Chemther, Cardiovasc Res, Exp Clin Cardiol, Int J Clin Oncl, Jap J Clin Oncol, 
Microbiol & Immunol, Br J Psychiatry, J Gastroenterol, Int J Pediatr Obesity, World J Gastroenterol, 
World J Gastrointest Oncol, World J Respiratol, World J Nucl Med, World J Virol, World J Nephrol, 
Exp Dermatol, Endocri J, Circ J, J Electrophoresis, Clin J Gastroenterol, J Dermatol, J Obst Gynecol, 
Med Biochem, J Orthopeadic Sci, Exp Dermatol, Clin Chim Acta, J Clin Pharmacol, J Hum Genet, 
Cancer Sci, Sex Dev, Analyt Bioanalyt Chem, Royal Soc Chem などである。 
 
（５）共同研究の実施状況 

 平成 25 年度は国際共同研究 42 件（前回 49 件、前々回 52 件）、国内共同研究 257 件

（前回 259 件、前々回 249 件）、産学共同研究 88 件（前回 111 件、前々回 100 件）であった。 
 
〔点検評価と問題点〕 

 平成 25 年度は第二期 6 年間の中期目標・中期計画の 4 年目にあたる。評価対象期間とな

る平成 22 年から 25 年度の優秀な論文（論文を５段階、SS, S, A, B, C に分類した際の SS, S
に該当する論文）を報告することを大学評価・学位授与機構から求められる予定である。

しかし、結局評価されるのは、SS 相当の論文のようである。雑誌名で言えば、New Engl J Med, 
Nature, Nature Genetics, Cell, Science, Nature Medicine, Lancet の７誌が評価対象のようである。

そのことは、平成 20 年—21 年の追加報告で SS 論文のみを報告するように依頼があったこ

とからもわかる。ゆえに、平成 22 年から 25 年に SS クラスの論文を多く出す努力が必要で

ある(下に SS, S 候補の論文をまとめてみた)。もちろん、臨床医学では新しい診断法や治療

法など、基礎医学でも新規なアイデアによる特許などが論文以外では評価される対象にな

る。医学系の研究対象分野は広範囲なので、どのような展開をすればよい評価を得られる

かを考える必要があるかもしれない。 



 主研究室 副研究室 その他 

H22 
(2010.4-2011.3) 

SS: なし 
 
 S: なし 

SS: なし 
 
 S: なし 

SS: なし 
 
 S: なし 

H23 
(2011.4-2012.3) 

SS: なし 
 
 S: なし 

SS: なし 
 
 S: Nat Commun (薬理学) 

SS: Nat Genet (解剖学) 
 
 S: Net Cell Biol (医化 

  学) 、Dev Cell (医化学)

H24 
(2012.4-2013.3) 

SS: なし 
 
 S: Sci Transl Med (神経生理学) 

SS: なし 
 
 S: 同左(分子生物学) 

SS: なし 
 
 S: なし 

H25 
(2013.4-2014.3) 

SS: なし 
 
 S: なし 

SS: なし 
 
 S: なし 

SS: なし 
 
 S: なし 

 

 上述したように、平成 25 年度の教員１人当たりの英文原著論文数は 1.45（前回 1.32、前々

回 1.22）と増加し、平均インパクトファクターは 2.86（前回 3.03、前々回 3.36）と減少傾

向にある。これからの研究は数より質が重要視される方向にある。論文数が減ることにな

っても、時間をかけて質の良い仕事をし、よい雑誌に掲載することが医学研究における基

本であると共に科学研究費補助金の獲得のためにも必要である。特に、文科省科学研究費

補助金では 30％の間接経費が支給される。競争的研究費を獲得するためには、論文数では

なく、一流雑誌や超一流雑誌にどれだけ論文を出しているかが一つの重要なポイントにな

る。 
 研究成果を実用に利するための特許申請数は全学で 35 件（前回 47 件、前々回 52 件）で

あった。特許を申請できる成果を得た場合は可能な限り申請をし、また研究成果の実用化

や特許申請をしやすくするように大学事務局等が情報や資金等を提供できるようにする必

要があると思われる。 
 学会活動については、かなり活発におこなっていることがうかがえる。研究は世界レベ

ルの視点の中で行われなければ意味がないので、国際学会や国内学会に積極的に参加し、

最新情報を獲得したり、新しい解析技術を導入したり、共同研究の糸口をつかんだりして、

オリジナリティーのある研究が本学から発信されることが重要である。独立行政法人化が

なされ、各講座は特色あるレベルの高い研究をすることが期待されている。 
 平成 25 年度の研究費は文部科学省科研費 5.36 億円（前回 5.12 億円、前々回 4.77 億円）、

厚生労働省科研費 2.02 億円（前回 2.74 億円、前々回 3.71 億円）、その他の研究費 8.99 億円

（前回 8.59 億円、前々回 11.63 億円）となっている。もちろん、いずれの研究費も増加させ

るのが望ましいが、中でも間接経費が付加される競争的研究費である文部科学省科学研究

費補助金やその他の大型研究費を獲得することが重要である。 

 
〔講座別研究評価〕 

 平成 25 年度の各講座の研究は 3 頁後から説明するが、各講座の教員数、論文数、獲得研

究費の一覧表を次頁および次次頁にまとめた。 


